
救急搬送の現状について

資料３ 厚生労働省医政局指導課 （平成２０年７月１７日）



○ 年間救急搬送人員数 ４、８９５、３２８人

○ 人口１万人あたり（全国） 383件数（出場件数）

・ 大阪府 565.6件
・ 福井県 285.5件

○ 一日あたり搬送人員数 １３、４１１人

・ 東京都 １、７３８人

・ 鳥取県 57人
・ 平均（単純に４７で割り算したもの） 285人

「救急・救助の現況」（総務省消防庁）

救急搬送の現状について



１０年間で５１％の増加

１６４．８万人増加

「救急・救助の現況」（総務省消防庁）

救急出場件数及び搬送人員の推移
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